
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

グスタフ・ファルファタール

人間

傭兵

2

550

剣の加護/運命変転

男性 20

何らかのの誓い（ゲッシュ）をたててある。
魔神をみたことある。
大切な人と生き別れたことがある。

7

10

4

11 18 3

10 1 18 3

7 17 + 1 3

10 1 21 3

4 8 1

12 16 2

ファイター

スカウト

レンジャー

エンハンサー

2

1

2

1

全力攻撃 225 交易共通語 ○ ○

キャッツアイ

0 0

2 5 5 5

0

0

0

スプリントアーマー 15

5

5

5ファイター

バスタードソード 2H 17 5 10 5 27

エール×５

冒険者セット

保存食おまとめセットx2

救命草x6

着替え1週間セット

フック（鍵縄）
580

3 18 54 5 5 27

0/× 4 5 4 10

ロングマント

能力増強の指輪

ベルト

ブーツ

能力増強の指輪筋力1上昇 筋力1上昇

「俺はここに誓おう。災厄を振りまく魔人を一匹残らず殺してみせよう。」
彼は片田舎の中で育った。蛮族に襲われることもまれにあるため、村からはずれた山の中で一人、武者修行のためで過ごしてきた。ちなみに
両親は俺が一人前になるころに俺一人を残し、この世を旅立ってしまった。詳しくはわからないが体が黒くなっていく病だったようだ。
薬草を売りに村に行こうと準備をしていたが森の生き物達が逃げ出していく姿を見た。何事かと思い、一番高い山で観察をしていた。一週間
後、ドス黒い何かが通っていくのが見えた。俺はあれが魔神なのだと本能で察した。しかもあれは別次元にいるべき存在でもあると。幸いこ
っちのほうとはまったく別方向だった。しかしそれは不幸でもあった。俺の育った村が呑まれていく姿が見えた。魔神が通り過ぎた後はドス
黒い煤のような跡だけが残っていた。山からおりてみると村は壊滅していた。そして村から少し離れた場所に死体をみつけた。その死体は俺
の両親が死んだとされる体が黒くなると言われる病と同じだった。その後、都に医師を派遣し、村は焼却された。一人となった俺は残された
お金と両親のおさがりと言われた装備で俺は冒険者となった。
【性格設定】
他人と話すのは少し苦手なため、そして一人生活が長かったブランクがあるため、多くを語らない。戦場では命に関わるため、その時は話す
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